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1 はじめに

1.1 POMの背景

POM (Plasma particle simulation code via Object oriented Methodorogy）は、オブジェクト
指向開発設計技法により開発されたプラズマ粒子シミュレーションコードです [1]。2000年より、
愛媛大学工学部情報工学科を中心として、国立極地研究所、京都大学宙空電波科学研究センター、
宇宙開発事業団などのプラズマ粒子コード研究者が集まって、研究開発を進めています。

PocketPOMは、POMのサブセットのひとつとして、WindowsOS上で動作する POMコードと
して開発されてきました。Pocket（気軽に）使える電卓的プラズマ粒子コードとして、小規模な計
算に利用されるツールです。近年のパーソナルコンピュータ（PC）の高速化に伴い、PocketPOM
の計算処理速度は、簡単な計算を行うためだけであれば、十分実用に耐えるものになりました。

1.2 PocketPOMの構成

PocketPOMは、1.4で示すように、

• PocketPOM 1D

• PocketPOM 2D

の異なるバージョンが、独立に開発されています。本手引きでは、PocketPOM 1Dについて説明
します。

1.3 PocketPOMで用いられているリソースと動作環境

PocketPOMは、開発環境としてMicrosoft社の Visual Studioバージョン 6 、データ表示ライ
ブラリとして Quinn-Curtis社 [2]の GCLライブラリ [3]が用いられています1。
動作環境としては、Windows98 SE、Windows2000、WindowsXP Professionalでの動作を確認

しています。その他のWindowsOSでも動作すると思われます。
ハードウエア用件は、特にありません。しかし、多数のプラズマ粒子の運動を処理する場合に

は、CPU、主記憶容量などは、高速・大容量であることが望まれます。

1.4 PocketPOMの背景と開発履歴

PocketPOM 1Dは、2001年より、愛媛大学工学部情報工学科応用情報工学講座において開発さ
れてきました。PocketPOM 1Dは、京都大学宙空電波科学研究センターで開発されてきたKEMPO
コード（Kyoto university ElectroMagnetic Particle cOde）をオブジェクト指向により再設計・実
装した POMコード [1]をベースにしています。

PocketPOM 2Dは、2001年より開発が始まり、現在に至ります。PocketPOM 2Dは、シミュ
レーションコードとしてよりも、シミュレーション結果の解析環境としての開発が先行していま
す。2002年 8月現在、シミュレーション機能と解析機能の融合を目指して、研究開発が進められて
います [4]。PocketPOM 2Dは、上記の KEMPOコードと、同じく京都大学宙空電波科学研究セ
ンターで開発されてきたハイブリッドコードとの融合を目指しています。特に、ハイブリッドコー
ドは、並列化による高速計算が実現されており [5]、並列化オブジェクト指向ハイブリッドコード
の PocketPOMへの導入も進められています。

PocketPOMは、Windowsという個人向け環境での開発ですが、それと平行して、WWW上か
らプラズマ粒子シミュレーションを行う問題解決環境の研究 [6]も、愛媛大学工学部情報工学科応
用情報工学講座において進められています。

1.5 PocketPOM共同開発について

POMプロジェクトでは、共同研究者・共同開発者（学生でもかまいません）を随時募集して
います。シミュレーションコード開発、オブジェクト指向設計開発、ビジュアルプログラミング、

1なお、これらは、今後の開発において、変更の可能性があります。
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図 1: PocketPOM 1D展開ファイル

図 2: PocketPOM 1D メインダイアログ

ネットワークシステム構築など、興味のある分野でのご参加をお待ちしています。愛媛大学工学部
情報工学科の村田まで、電子メールでご連絡ください [7]。

POMについての情報は、POMホームページ [8]で公開しています。また、POM開発の情報交
換は、POMメーリングリスト [9]で行っています。

1.6 PocketPOM 1D version1.0の再配布について

PocketPOM 1D version 1.0は、科学技術振興事業団 計算科学技術活用型特定研究開発推進事
業での成果です。著作権等については、本事業の規則に準じます。また、PocketPOM 1Dの実行
ファイル、DLLファイル、マニュアルについては、その際配布を禁じます。

2 PocketPOM 1Dの使い方

2.1 実行準備

PocketPOM 1Dの動作環境は、1.3に述べたとおりです。PocketPOM 1Dは、自己解凍形式になっ
ており、展開すると PocketPOM.exeと、複数のDLLファイル（MFC42D.DLL, MFCO42D.DLL,
MSVCIRTD.DLL, MSVCRTD.DLL, Wct32dr3.dll, Wct32fr3.dll, WRT32DR3.DLL）が解凍さ
れます。PocketPOM.exe を、これらの DLL とおなじフォルダ（ディレクトリ）で実行すると、
PocketPOM 1Dが起動します。
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図 3: パラメータ設定

2.2 メインダイアログ

図 2は、PocketPOM 1Dを起動したメインウインドウです。メニューには、POMと HELPだけ
が表示されます。PocketPOM 1Dの実行には、図 2で示すように、メインダイアログのメニュー
から POM⇒JOBを選択します。

2.3 パラメータ設定

2.3.1 基本パラメータ

次に、パラメータダイアログが開きますので、シミュレーションを行うパラメータを選択しま
す。PocketPOM 1D version 1.0では、2種類の粒子のみを取り扱うことができます2。

ParameterSetボックスでは、nxでグリッド数、dxでグリッド幅、dtで時間ステップ幅、cvで
光速、wcで電子サイクロトロン周波数を設定します。

Particle0では、1番目の粒子のパラメータを設定します。npは粒子数、vpaは磁場平行方向
の熱速度、vpeは磁場垂直方向の熱速度、vdは磁場並行方向のドリフト速度、wpはプラズマ周波
数、qmは電荷と質量の比を与えます。Particle1では、同様のパラメータを、2番目の粒子に対
して与えます。なお、Job nameには何も入れる必要はありません。

2.3.2 境界条件

External Sourceでは、外部境界条件を設定します。チェックを入れることにより、OPEN境
界条件を実現することができます。（チェックがない場合は、周期境界条件が採用されています。）
POMコードは、オブジェクト指向により設計されているため、境界条件の変更を容易に行うこと
ができます [1]。OPEN境界に設定にした場合には、領域中央において、z方向の電流 Jz を励振す
ることができます。wp00は励振周波数、Jzは（最大）振幅を表します。

2.4 ジョブ実行

図 3で OKを選択すると、シミュレーション計算が始まります。同時に、グラフウインドウ（図 4）
が開きます。グラフウインドウには、x方向の電場 3成分（Ex, Ey, Ez）の空間分布、粒子の速度
位相図（vx, vy, vz）、エネルギー図が表示されます。
速度位相図では、一番目の粒子が赤色で、二番目の粒子が青色で表示されます。

2将来のバージョンでは、任意の種類の粒子を取り扱えるようにする予定です。
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図 4: PocketPOM 1D実行画面（時刻 t =0）

エネルギー図は、4種類のエネルギーが時間表示されています。赤は全エネルギー、青は電磁場
のエネルギー、黒が粒子の全ドリフトエネルギー、緑が粒子の全熱エネルギーです。3

図 4、図 5は、それぞれ、時刻 t =0.00、1.00、2.25のプロットです。エネルギー表示は、時刻
t =2.00以上になると、0に戻って、上書き表示します。なお、PocketPOM 1D version 1.0では、
物理パラメータ描画は、毎ステップ行われます。

2.5 グラフ編集

PocketPOM 1Dでは、グラフィックライブラリとして、GCL[3]を使っています。GCLは、グ
ラフ表示をインタラクティブに行うための、さまざまな機能を備えています。
図 6(a)は、線グラフ表示の変更ダイアログです。Ex などの線グラフの線上でマウスをダブル

クリックすると開きます。Typeで、線表示タイプを、線のみ、線とシンボルなどから選択できま
す。LINE ATTRIBUTEで線表示タイプを実線，破線などから選択できます。その他、スプライン関
数によるスムージング表示なども可能です。Dataにより、その時刻のデータを表示・保存するこ
ともできます。
図 6(b)は、粒子などの点プロット表示の変更ダイアログです。点プロット上でダブルクリック

すると、ダイアログが開きます。Typeで、点表示タイプを、点のみ、棒表示などから選択できま
す。Marker Attributeでは、点の形状（Sphere）、点のサイズ（Size）、点の色（Color）、点の

3同期境界条件の場合には、全エネルギー（赤線）が保存されることを確認して下さい。
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図 5: PocketPOM 1D実行画面：（左）時刻 t =1.0、（右）時刻 t =2.25）

スタイル（Style）などを変更することができます。
図 6(c)は、軸表示変更ダイアログです。xまたは yの座標軸上でダブルクリックすると開きま

す。座標の最大値（Fromと To）の変更、軸線表示の変更（LINE ATTRIBUTE）、ティックマークの
変更（Ticks）、グリッド表示の変更（Grids）、ログスケール表示（Logarithmic Scale）などが
行えます。
そのほかにも、数値や文字上でダブルクリックすることにより、フォント、文字色、文字サイズ

などを変更するダイアログが開きます（たとえば図 6(d)）。
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(a) (b)
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図 6: グラフ表示編集：(a)線表示の変更、(b)点表示の変更、(c)軸表示の変更、(d)フォ
ントの変更
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